
　

 

松
茂
の
海
上
自
衛
隊

基
地
に
は
、
固
定
翼
の
訓

練
機
が
配
備
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
今
回
陸
上
自
衛
隊

が
配
備
し
よ
う
と
し
て
い

る
の
は
、
回
転
翼
機
（
ヘ

リ
コ
プ
タ
ー
）
で
す
。
７

機
の
ヘ
リ
の
う
ち
、
４
機

が
多
用
途
ヘ
リ
の
Ｕ
Ｈ
１

で
、
３
機
が
小
型
観
測
ヘ

リ
の
Ｏ
Ｈ
６
で
す
。

　

心
配
さ
れ
る
の
は
、
こ

れ
ら
の
ヘ
リ
に
よ
る
事
故

の
危
険
が
確
実
に
増
え
る

こ
と
で
す
。

　

最
近
の
軍
用
ヘ
リ
の
事

故
で
は
、
沖
縄
の
米
軍

普
天
間
基
地
に
所
属
す

る
Ｃ
Ｈ
５
３
Ｄ
ヘ
リ
が
、

２
０
０
４
年
８
月
、
基
地

に
隣
接
す
る
沖
縄
国
際
大

学
構
内
に
墜
落
炎
上
し
て

大
問
題
に
な
り
ま
し
た
。

（
写
真
左
上
）
幸
い
犠
牲

者
は
な
か
っ
た
も
の
の
、

一
つ
間
違
え
ば
大
惨
事
で

し
た
。
一
部
校
舎
は
黒
こ

げ
に
な
り
、
建
て
直
し
を

余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。

　

沖
縄
タ
イ
ム
ズ
が

２
０
０
４
年
９
月
５
日
付

け
で
報
じ
た
記
事
に
よ
る

と
、
普
天
間
基
地
の
各
種

ヘ
リ
は
、
１
９
７
２
年
の

沖
縄
返
還
後
だ
け
で
も
、

国
際
大
学
へ
の
墜
落
を
含

め
１
７
回
も
墜
落
事
故
を

起
こ
し
て
い
ま
す
。

　

同
基
地
に
は
、
今
回
松

茂
へ
配
備
さ
れ
る
の
と

同
型
の
Ｕ
Ｈ
１
も
７
機
あ

り
、
墜
落
３
件
、
不
時
着

５
件
、
緊
急
着
陸
２
件
、

落
下
事
故
２
件
の
事
故
を

起
こ
し
て
い
ま
す
。

　

自
衛
隊
の
ヘ
リ
の
事
故

も
、
全
国
で
起
こ
っ
て
い

ま
す
。

　

昨
年
１
１
月
２
１
日
に

は
、
伊
勢
市
に
あ
る
陸
自

航
空
学
校
の
観
測
ヘ
リ
Ｏ

Ｈ
６
が
た
め
池
に
不
時
着

し
て
水
没
す
る
事
故
が
あ

り
ま
し
た
が
、
こ
れ
は
今

回
松
茂
に
や
っ
て
く
る
も

の
と
同
型
で
す
。

   

一
昨
年
２
月
に
は
、
陸

自
対
戦
車
ヘ
リ
同
士
が
、

鳥
羽
市
上
空
で
衝
突
墜
落

し
、
死
者
が
出
ま
し
た
。

　

事
故
の
多
い
軍
用
機
。

松
茂
で
重
大
事
故
が
起
こ

ら
な
い
保
証
は
ど
こ
に
も

あ
り
ま
せ
ん
。

　

次
に
陸
自
飛
行
隊
配
備

の
目
的
で
す
。

　

２
０
０
５
年
１
２
月

２
１
日
開
か
れ
た
松
茂
町

議
会
の
全
員
協
議
会
で
、

起
立
採
決
に
よ
り
１
７
対

１
で
陸
自
航
空
隊
配
備
が

了
承
さ
れ
ま
し
た
。

　

町
議
の
大
半
が
反
対
し

て
い
る
と
当
日
の
地
元
紙

が
報
道
し
た
ば
か
り
で
し

陸上自衛隊飛行隊ヘリコプターの松茂配備問題を考える
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住
民
に
と
っ
て
飛
行
機
の
基
地
が
及
ぼ
す
日
常
的
な
影

響
と
言
え
ば
、
や
は
り
騒
音
で
す
。
し
か
し
、
松
茂
の

海
上
自
衛
隊
基
地
へ
の
陸
上
自
衛
隊
飛
行
隊
配
備
は
、

「
う
る
さ
い
」
だ
け
で
は
済
ま
ず
、
住
民
の
安
全
に
か

か
わ
り
ま
す
。
陸
自
が
強
調
し
て
い
る
災
害
対
応
の
問

題
と
も
あ
わ
せ
て
考
え
て
み
ま
し
た
。

在
日
米
軍
で
も
自
衛
隊
で
も
、

ヘ
リ
の
事
故
は
絶
え
な
い
。

た
。
多
く
の
町
議
が
、
急

転
直
下
態
度
を
変
え
た
わ

け
で
す
。
反
対
を
貫
い
た

の
は
、
日
本
共
産
党
佐
竹

嘉
治
町
議
だ
け
で
し
た
。

　

こ
の
全
員
協
議
会
で
防

衛
庁
が
配
っ
た
資
料
は
、

「
四
国
に
飛
行
隊
を
配
備

す
る
必
要
性
」の
第
一
に
、

「
災
害
派
遣
な
ど
へ
の
迅

速
な
対
応
の
観
点
」
を
あ

げ
て
い
ま
す
。
１
７
ペ
ー

ジ
あ
る
資
料
の
８
ペ
ー
ジ

を
割
い
て
、
災
害
出
動
の

実
績
な
ど
を
紹
介
し
、
こ

れ
だ
け
み
る
と
、
あ
た
か

も
今
回
の
配
備
は
、
災
害

対
応
が
主
目
的
で
あ
る
か

の
よ
う
に
見
え
ま
す
。

　

し
か
し
実
際
に
は
、
日

本
の
防
衛
方
針
が
背
景
に

あ
り
ま
す
。

　

全
員
協
議
会
で
も
、「
中

期
防
衛
力
整
備
計
画
」
に

基
づ
き
、
四
国
を
担
当
す

る
「
第
二
混
成
団
」
を
現

在
の
定
員
約
二
千
名
か
ら

約
三
千
名
に
増
員
し
て
、

平
成
１
８
年
３
月
に
「
旅

団
化
」
す
る
方
針
が
、
報

告
さ
れ
ま
し
た
。し
か
し
、

そ
の
主
目
的
は
、
災
害
救

助
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
「
中
期
防
衛
力
整
備
計

画
」
は
、
平
成
１
６
年

１
２
月
に
閣
議
決
定
さ
れ

た
「
防
衛
計
画
の
大
綱
」

に
従
っ
て
い
ま
す
。

　

同
「
大
綱
」
は
、
米
ソ

対
決
の
時
代
が
終
わ
っ
た

現
在
、「
我
が
国
に
対
す

る
本
格
的
な
侵
略
事
態
生

起
の
可
能
性
は
低
下
」
し

配
備
の
主
な
目
的
は
、
本
当
に

災
害
対
応
な
の
か
？

住民の安全に不安はないのか



て
い
る
一
方
、「
国
際
テ

ロ
組
織
な
ど
の
非
国
家
的

主
体
が
重
大
な
脅
威
に

な
っ
て
い
る
」
と
指
摘
し

て
い
ま
す
。

　

こ
の
情
勢
認
識
の
下

「
中
期
防
」
は
、
陸
上
自

衛
隊
に
つ
い
て
「
戦
車
及

び
主
要
な
特
科
装
備
の
縮

減
を
は
か
り
つ
つ
、
即
応

性
、
機
動
性
な
ど
を
い
っ

そ
う
向
上
さ
せ
る
た
め

に
、
５
個
の
師
団
、
１
個

の
旅
団
お
よ
び
２
個
の
混

成
団
に
つ
い
て
改
編
を
実

施
し
、
こ
の
う
ち
１
個
の

師
団
及
び
２
個
の
混
成
団

は
、
旅
団
に
改
編
す
る
」

「
ゲ
リ
ラ
や
特
殊
部
隊
に

よ
る
攻
撃
等
に
対
処
し
う

る
よ
う･･

普
通
科
部
隊
の

強
化
を
行
う
ほ
か
、
引
き

続
き
軽
装
甲
機
動
車
、
多

用
途
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
（
Ｕ

Ｈ
６
０
Ｊ
Ａ
、
Ｕ
Ｈ
１

Ｊ
）、戦
闘
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

（
Ａ
Ｈ
６
４
Ｄ
）
を
整
備

す
る
」
等
の
方
針
を
打
ち

出
し
て
い
る
の
で
す
。

　

師
団
や
旅
団
に
は
、
飛

行
隊
が
必
須
で
す
。
四
国

に
新
た
に
飛
行
隊
を
配
備

す
る
主
な
目
的
は
、
こ
こ

に
あ
り
ま
す
。
災
害
対
応

は
副
次
的
で
す
。

憲
法
九
条
改
悪

で
、
自
衛
隊
が

海
外
で
戦
う
軍

隊
に
な
る
危
険

　

そ
れ
で
も
、
自
衛
隊
が

侵
略
か
ら
国
を
守
る
た
め

な
ら
、
事
故
の
不
安
は
が

ま
ん
す
る
と
い
う
人
も
多

い
で
し
ょ
う
。
し
か
し
い

ま
自
衛
隊
が
、
そ
う
し
た

「
専
守
防
衛
」
の
枠
を
踏

み
越
え
よ
う
と
し
て
い
る

と
こ
ろ
に
、
大
き
な
問
題

が
あ
り
ま
す
。

　
「
防
衛
計
画
の
大
綱
」

は
、「
唯
一
の
超
大
国
で

あ
る
米
国
」
が
「
テ
ロ
と

の
闘
い
や
大
量
破
壊
兵
器

の
拡
散
防
止
等
の
課
題
に

積
極
的
に
対
処
す
る
な
ど

引
き
続
き
世
界
の
平
和
と

安
定
に
大
き
な
役
割
を
果

た
し
て
い
る
」
と
述
べ
て

い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
イ
ラ
ク
戦

争
も
含
め
た
米
軍
の
活

動
を
手
放
し
で
評
価
し
た

上
で
、
今
後
の
日
本
の
防

衛
力
は
、「
国
際
社
会
が

協
力
し
て
お
こ
な
う
活
動

に
主
体
的
か
つ
積
極
的
に

取
り
組
み
得
る
も
の
と
す

る
」
と
し
、
米
国
が
お
こ

な
う
戦
争
に
海
外
で
一
層

協
力
し
て
い
く
姿
勢
を
明

確
に
し
て
い
る
の
で
す
。

　

い
ま
憲
法
９
条
を
改
正

し
て
自
衛
隊
を
軍
隊
と
し

て
認
知
し
、
海
外
で
武
力

行
使
で
き
る
仕
組
み
を
作

る
動
き
が
、
自
民
党
・
民

主
党
な
ど
に
よ
り
す
す
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

憲
法
第
９
条
の
歯
止
め

が
な
く
な
れ
ば
、
自
衛
隊

が
米
軍
と
い
っ
し
ょ
に
戦

争
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。
実
際
最
近
で
は
、
自

衛
隊
が
米
軍
の
揚
陸
艦
を

使
っ
て
米
軍
か
ら
上
陸
訓

練
の
指
導
を
受
け
る
事
態

ま
で
に
な
っ
て
い
ま
す
。

（
２
０
０
６
年
１
月
米
海

軍
コ
ロ
ラ
ド
基
地
な
ど
）

　

Ｕ
Ｈ
１
型
ヘ
リ
は
、
ベ

ト
ナ
ム
戦
争
で
活
躍
し
、

「
ヘ
リ
ボ
ー
ン
作
戦
」（
空

中
か
ら
歩
兵
を
戦
闘
地
域

に
展
開
さ
せ
る
戦
法
）
の

主
役
で
し
た
。
ド
ア
開
口

部
か
ら
機
関
銃
を
発
射
す

る
姿
は
、
よ
く
映
画
な
ど

に
も
登
場
し
ま
し
た
。

　

陸
自
Ｕ
Ｈ
１
ヘ
リ
は
す

で
に
パ
キ
ス
タ
ン
の
地
震

救
援
活
動
に
海
外
派
遣
さ

れ
て
い
ま
す
。
今
後
、
災

害
の
み
な
ら
ず
戦
争
の
た

め
に
、
松
茂
の
隊
員
が
海

外
に
送
ら
れ
る
こ
と
は
な

い
の
で
し
ょ
う
か
。

　

陸
自
飛
行
隊
配
備
に
よ

り
、
松
茂
の
基
地
は
教
育

訓
練
基
地
か
ら
実
戦
部
隊

の
基
地
に
変
貌
し
ま
す
。

米
国
主
導
の
危
険
な
軍
事

戦
略
の
文
脈
の
中
に
、
今

回
の
再
編
が
位
置
づ
け
ら

れ
て
い
る
こ
と
を
忘
れ
て

は
な
り
ま
せ
ん
。

　

も
う
ひ
と
つ
の
疑
問

は
、
自
衛
隊
ヘ
リ
部
隊
が

災
害
出
動
で
活
躍
す
る
の

は
、
山
林
火
災
や
孤
立
集

落
の
救
援
な
ど
で
あ
っ

て
、
基
地
直
近
の
松
茂
町

民
に
と
っ
て
ど
れ
だ
け
の

メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
の
か
と

い
う
疑
問
で
す
。

　

阪
神
・
淡
路
の
大
震
災

の
と
き
、
家
屋
な
ど
の
下

敷
き
に
な
り
自
力
で
脱
出

で
き
な
か
っ
た
人
が
３
．

５
万
人
あ
っ
た
が
、
そ

の
う
ち
８
割
近
く
の
２
．

７
万
人
は
家
族
や
近
所
の

住
民
に
救
助
さ
れ
、
生
存

率
も
８
０
％
あ
っ
た
の
に

た
い
し
、
消
防
・
警
察
・

現行の陸上自衛隊中部方面隊配置図
陸上自衛隊ＨＰより

松茂に配備予定のＵＨ１と同型機
陸上自衛隊ＨＰより

自
衛
隊
に
よ
る
救
助
は
２

割
ほ
ど
で
し
か
も
半
数
以

上
が
救
助
時
点
で
す
で
に

死
亡
し
て
い
た
と
い
う
研

究
が
あ
り
ま
す
。（
河
田

恵
昭
氏
・
京
都
大
学
教
授
）

ま
た
、死
亡
者
の
大
半
は
、

地
震
発
生
後
１
５
分
以
内

に
亡
く
な
っ
て
い
た
と
い

う
研
究
も
あ
り
ま
す
。

　

地
震
対
策
は
、
何
よ
り

自
ら
の
家
屋
倒
壊
防
止
と

住
民
の
助
け
合
い
こ
そ
効

果
的
で
す
。

　

大
地
震
が
起
こ
っ
た
と

き
に
は
、
松
茂
の
自
衛
隊

自
身
も
被
災
し
、
対
応
に

追
わ
れ
る
で
し
ょ
う
。
第

一
、
町
内
の
救
援
に
わ
ざ

わ
ざ
ヘ
リ
を
飛
ば
す
必
要

が
あ
る
で
し
ょ
う
か
。
過

大
な
期
待
は
禁
物
で
す
。

松
茂
の
災
害
に
役
立
つ
の
か
？

最
後
に

　

世
界
一
強
力
な
軍
隊
を

持
ち
、
海
外
ま
で
軍
隊

を
展
開
し
て
い
る
米
国
が

最
大
の
テ
ロ
の
攻
撃
を
受

け
、
イ
ラ
ク
で
は
す
で
に

２
２
０
０
人
を
こ
え
る
米

兵
が
亡
く
な
り
ま
し
た
。

　

軍
事
力
は
、
本
当
に
そ

の
国
民
を
守
る
の
で
し
ょ

う
か
。

　

平
和
憲
法
を
持
つ
日
本

の
国
際
貢
献
は
、
米
軍
と

い
っ
し
ょ
に
戦
闘
に
参
加

す
る
こ
と
で
は
な
く
、
外

交
努
力
で
戦
争
を
防
ぎ
、

憲
法
の
精
神
を
世
界
に
広

げ
て
い
く
こ
と
だ
と
私
は

思
い
ま
す
。
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